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食育というと，栄養学的な見地から食べること
の大切さについて啓発することが多いかと思いま
す。食育関連の参考図書も，栄養についてのもの
や，食事をすること，噛むことについてのものを
多く目にすることかと思います。今回作成した冊
子は，味覚という見地から食育を考えていただく
ことを目的に，味覚に関する情報を最新の知見を
含んで提供しております。是非とも学校歯科医・
園歯科医の先生方に保健活動の現場でお役立てい
ただければと思います。
また，世界が注目している和食の素晴らしさを

再認識していただきたくために，和食について，
日本の風土，伝統的な習慣等の背景を含めて紹介
しております。冊子作成中の２０１３年１２月にユネス
コ無形文化遺産に登録された和食の素晴らしさに
ついて，子供たちに伝承していただければ幸いで
す。

１．味覚の基礎

味覚を理解するために必要と思われる解剖学的
知識と生理学的知識を分かりやすく紹介していた
だきました。口腔，咽頭，喉頭の解剖，そして，
味蕾の存在部位と味蕾が存在する粘膜の構造につ
いて解剖学的解説をしていただいております。生
理学的な面からは，特殊感覚の中の味覚について
詳細に解説いただいております。味を感じる細胞
における味覚受容の研究は，分子・細胞レベルで
日進月歩に進んでいるので，できる限り最新の知

見を集めていただきました。そして，好き・嫌い
の学習についてや視覚や，嗅覚など他の感覚と味
覚との関係についても解説いただいております。
また，これまでの味覚に関する研究論文をレ

ビューしてもらい，おいしさや嗜好について３０を
超える文献に基づき，解説していただきました。
歯科医師にはあまり馴染みのない用語等もありま
すが食物学の分野にも目を向けていただき，興味
がある方はさらに参考文献を当たっていただけれ
ばと思います。

味覚とおいしさの科学
～和の味を子供たちに伝えるために～

学術担当理事 長井 博昭
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２．ステージに応じた味覚教育

幼児期から学童期までに味覚教育をする上での
キーポイントを，厚生労働省の食育指針に基づい
て，栄養学的な面から紹介していただきました。
各ステージの食行動等の特徴と指導のポイントを
解説していただいております。
また，小学校，中学校での食育の場という点に

おいて欠かすことのできない給食について，その
歴史的背景を含めて解説していただきました。味
覚教育という点から，献立をたてる際に考えてい
ること，調理をする際に工夫していることなど，
給食を通して児童生徒に伝えようとしている目標
等を紹介していただきました。

３．誰にでもできる味覚の実験

近ごろ，子供たちの食生活の乱れが指摘され，
子供たちの味覚がおかしくなっている可能性が疑
われています。特に濃い味に慣れてしまい，和食

だ し

の特徴である出汁の味がわからなくなっているで
はないかという疑問が生じており，そこで，本冊
子を作製するにあたり，東京都内の幼稚園児・保
育園児から高校生までの味覚に関して調査してみ
ることになり，アンケートと簡単な味覚の実験を
行いました。そして東京都内の全１８に及ぶ園・学
校にご協力いただいて行ったアンケート調査と味
覚の実験結果について，考察を加えて報告させて
いただいております。
またこの章では，東京都内での調査に用いた，

幼児から大人までが普通に市販されている材料を
使って実施できる味覚の実験や，小学校で行って
いるご飯と味噌汁の実験，そして高校で行ってい
る調理実験についてご紹介しております。
是非ともこの章を参考にしていただき，実際に

学校歯科保健活動の一つとして味覚の実験を行っ
ていただければと思います。

４．味覚の障害について

味覚異常の病態についてその症状を分かりやす
く紹介していただくとともに，味覚障害の年齢分
布や性差について解説していただいております。

また，専門外来で行われている検査について概
略を示していただきました。そしてさらに味覚障
害の予防と治療についても解説していただきました。

５．和食って素敵

この冊子を作成する目的の一つに和食の素晴ら
しさを再認識していただき，和の味を子供たちに
伝承していただくことがあり，この章をもうけま
した。冊子作成中の２０１３年１２月，大変嬉しいこと
に和食がユネスコ無形文化遺産に登録されまし
た。そこで，世界に誇る和食の素晴らしさ，そし
て世界が求める和食について紹介していただきま
した。
日本の行事食，季節を感じる料理，願いが込め

られた料理，おふくろの味，家庭料理等を紹介し
ていただいたほか，米，だし食材，発酵調味料，
醸造技術，日本茶，日本料理の献立，日本の調理
法の特徴にまで及んで紹介していただきました。

６．コラムと索引

本文中には１３個のテーマでコラムをもうけ，食
にまつわる様々な話題を提供させていただいてお
ります。
また，最後に索引を付けさせていただきまし

た。食物学の用語や日頃あまり耳にしない言葉等
を拾い上げましたのでお役立ていただけば幸いで
す。

国立国会図書館の蔵書の一つとなったこの
冊子を是非ご活用下さい！
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この度，平成２６年４月１日付けで東京都教育庁
地域教育支援部 歯科保健担当課長を拝命いたし
ました三ツ木 浩（みつぎ ひろし）と申します。
どうぞ，よろしくお願い致します。
川本会長先生を始め東京都学校歯科医会の先生

方，事務局の皆様には，日頃より東京都の学校歯
科保健衛生に深いご理解と多大なご協力を頂き誠
にありがとうございます。この場をお借り致しま
して改めてお礼申し上げます。
私は，杉並区から江東区，そして前任は南多摩

保健所と行政にお世話になって以来ずっと保健所
に勤務してまいりました。この度の異動で教育，
学校保健の職場は初めてになります。至らぬこと
多々あると思いますが，何卒，よろしくお願いい
たします。
さて，東京都歯科保健目標「いい歯東京」では

幼齢期・学齢期の達成目標として『生涯にわたる
歯と口腔の健康の基盤づくり』を大目標としてい
ます。また，この大目標を達成するための指標と
して，中目標を設定していますが，１２歳における
DMF歯数の減少と１２歳における歯肉に炎症所見
（GOおよびG）のある者の割合減少の２点もこ
の中目標の中にあげています。平成２４年度のデー
タを見ますと，１２歳のDMFTは，東京都全体で
１．０３となっており，一つの節目の値となる１．０に
近づいてきました。一方，歯肉に炎症所見のみら
れる者の割合は１５％を超えています。う蝕の減少
と歯肉所見の増加を指摘されて久しくなります
が，この状況はいまだに変わっていません。あわ
せて，課外活動，体育授業時のスポーツや学校内
での事故による歯・口の外傷も見過ごすことので
きない問題だと思います。また，混合歯列期から
永久歯列の完成に向かうこの時期，摂食・嚥下機
能，構音・発声機能をふまえ，歯・口腔の健全な

発育も課題です。
このように，学齢期には数多くの取り組むべき

課題がありますが，これらは，学齢期に限ったこ
とでも無く，生涯を通じて取組み続ける歯科保健
の課題だと考えます。しかし，学齢期は「いい歯
東京」の大目標に挙げているように“生涯にわた
る歯と口腔の健康の基盤を築き上げる”大変重要
な時期であると言えます。“雀百まで踊り忘れ
ず”のたとえのように子どものころに獲得した習
慣は年齢が進んでも変わらないものです。乳幼児
期に習得したことがこれにあたるでしょう。乳幼
児期に望ましい歯科保健習慣を確立することの大
切さは改めて言うまでもありません。しかし，実
は望ましくない習慣を身に付けてしまった可能性
もあります。人の行いは，新しい知見を得ること
でいくらでも変容し得ることも事実だと思いま
す。それまでに獲得した歯科保健習慣が仮に望ま
しいものでなかったとしても，科学に基づく正し
い知識を学齢期の諸段階に応じて健康教育するこ
とで望ましい歯科保健習慣を身に付けるととも
に，これから先，自らの力で自らの健康を作り
守っていくために必要な情報や知識を見極める力
を醸成する時期であると考えます。
健康を自己管理していく能力こそ『生きる力』

であり，この能力を学校現場でエンパワーメント
していくことが『生きる力』をはぐくむ事である
と思います。このために，何が必要で何をどのよ
うにしていけばいいのか，確立した変えざるも
の，新たに取り入れるべきもの，広く総論的に考
えなくてはいけないもの，現場の実情に照らして
考えなくてはならないものなどたくさんの課題が
あると思います。これら課題を都学歯の皆さんと
一緒に解決していければ幸いです。これからどう
ぞご指導のほどよろしくお願いいたします。

東京都教育庁 歯科保健担当課長 ご挨拶
東京都教育庁 地域教育支援部

歯科保健担当課長 三ツ木 浩
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広辞苑では『いただきます』とは，出された料

理を食べ始めるときの挨拶の言葉とあります。ま

た，語源由来辞典では『いただき』は動詞，『頂

く・戴く』の連用形で山の頭の一番高いところを

『頂』と言うように，本来は『いただく』は頭上

に載せる意味を表した語であるとあります。中世

以降，上位の者から物を貰う際に頭上に載せるよ

うな動作をしたことから『いただく』に『もら

う』という意味の謙譲用法が生じました。やが

て，上位の者からもらった物や神仏に供えた物を

飲食する際にも，頭上に載せるような動作をし，

食事をしたことから，飲食をする意味の謙譲用法

が生まれ，食事を始める際の挨拶として『いただ

きます』と言うようになった，とあります。

さて，近年，食事の際に『いただきます』を言

う家庭が少なくなってきていることは大変残念で

す。以前，ある小学校で給食の時は『いただきま

す』を言ってから食べましょうと家庭に申し送り

したところ，児童の親からクレームがあがり，メ

ディアで話題になりました。『給食費を払ってい

るのに“いただきます”と言わせるとは何事か』

『そんな失礼なことをうちの子には言わせないで

欲しい』などの意見です。ちょっと待って下さ

い。『いただきます』の本来の意味をもう少し冷

静に考えてみてはどうでしょう。食前の挨拶に，

『天地（あめつち）の恵みと，多くの人々の働き

に感謝して，命のもとを謹んでいただきます』と

いう言葉があります。この言葉が全ての意味を含

んでいるように思えます。つまり，一つ目は『自

然に対していただきます』です。食卓にあがる全

ての命は自然が育んでくれています。太陽・土・

水・空気など多くの命を生み出してくれる自然に

感謝します。二つ目は『労働に対していただきま

す』です。食事が食卓に並ぶまでに多くの人たち

の働きがあります。安全でおいしい食材を作って

くれる，運んでくれる，料理してくれる人たちの

労働に感謝します。三つ目は『命に対していただ

きます』です。人は多くの生き物によって支えら

れています。肉・魚・野菜など様々な尊い命をい

ただくことで，自分の命が育まれることに感謝し

ます。『いただきます』とは，何と素晴らしい挨

拶ではないでしょうか。

日本の食事の挨拶には，もう一つ素晴らしい言

葉があります。それは『ごちそうさま』です。『ご

馳走様』は『馳走になりました』のことで，

『馳』『走』ともに『はしる』の意味であり，昔

は客人を迎えるのに走り回って獲物をとってきて

もてなしましたが，そんな命がけの働きに客人が

『有難う』と心からの感謝の気持ちを表したもの

です。

このように日本の食文化には他国では類を見な

い全てに感謝の気持ちを込めた日本独自の素晴ら

しい食前・食後の挨拶が形成されてきました。

『いただきます』『ごちそうさま』の挨拶ととも

に毎日の食事を重ねていく中で，日本の素晴らし

い食文化が心と体に染み渡っていくのではないで

しょうか。豊かで便利な飽食の現代『食べ物を大

切に思う心』をほんの少し呼び戻し，本当の『豊

かな食』を楽しみませんか。

『いただきます』の大切さ
学術担当理事 澤田 章司
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新宿区歯科医師会が発足した当時は２９校あった
担当校が，現在は新宿区でも少子化が顕著とな
り，児童生徒は減少し，小中学校の統廃合が進
み，現在は２３校となっています。内訳は，小学校
１６校（幼稚園兼務８校），中学校６校，特別支援
学校１校となっています。本会の前身である東京
府歯科医師会淀橋支部時代は，学校歯科医の任期
はなく，ひとりの校医が長年にわたり担当してい
ました。現在も，５０年以上にわたって歯科医が交
代することなく同一の学校の学校歯科医を担当し
ていることが全国的に多々見られます。新宿区歯
科医師会の発足と同時期に，多くの会員が学校歯
科医を担当すべきであるとの意見から，各ブロッ
クの推薦により，２年の任期で行うことになりま
した。その後，昭和３０年から３年任期となり，昭
和６３年に２期まで再任と定められました。
以前より学校歯科の活動は歯科医師会の地域保

健活動の大きな柱であり，本会が主導的にその運
営や学校歯科医の選考などに関わり，より活動の
活性化，行政と関わりあいの強化などを図ってゆ
くことが本来の姿であるとの考え方がありました。
平成１６年３月の本会総会の協議事項として，学

校歯科医会より本会への統合の案が提案されまし
た。その後，地域保健，公衆衛生活動の充実の一
環として，新宿学校歯科医師会を本会の組織の一
つになるための検討作業が精力的に進められまし
た。その結果，平成１９年度から正式に本会の委員
会の一つとして学校歯科医会が発足しました。
学校歯科委員会の中に，各学校を担当している

学校歯科医による学校歯科担当医会があり，学校
歯科保健活動についての各学校における活動状況
の報告などを行い，お互いに学校歯科医としての
活動の充実について協議，研修を行っています。
現在は３期６年と定められていますが，２年に１
回改選を行います。年末までに公募者を集め，学
校歯科医登録のための研修会を行い，その後学校
歯科委員会にて検討し，本会の理事会の承認を得
て，新年度までに新宿区へ本会会長より推薦して

頂きます。本会へ統合されてから，保育園歯科医
の推薦も併せて行うようになり，出来るだけ学校
（保育園）の近くの先生を推薦するようにしてき
ました。しかし，地区により学校数と学校歯科医
希望者の数が反比例するようになり，年々苦労し
ています。今年度も，年末に行う予定です。さら
に学校歯科委員会による学校医研修会を開催し，
本会会員にも学校歯科医の活動内容について広報
を行っています。新宿区の教育委員会が発行して
いる「新宿区学校保健会だより」の研究報告に新
宿区学校歯科医連合会（四谷・牛込も含む）とし
て，平成１６年３月号には「学校における歯牙外傷
の実態とその対応についての調査」，平成２０年３
月号には「CO（要観察歯）と診断された永久歯
の経過状況について」，平成２４年３月号には「新
宿区における小・中学生のむし歯有病状況と生活
習慣および保健行動の関連について」が掲載され
ました。特に平成２４年度の研究報告は東京歯科大
学，眞木吉信教授のご協力，ご指導を頂き，全校
の調査は難しいと判断し，小学校２校（小１），
中学校２校（中１）で，父兄と生徒のアンケート
調査及び，新宿区の他の区立小・中学校の養護教
諭にもアンケート調査を実施し，
① 学校における歯科保健の取り組み
② 学校歯科健康診断の結果と歯科疾患の実態
について

③ むし歯の有病状況と生活習慣および保健行
動の関連について

を調査し，全国のデータと比較し，研究報告を行
いました。今後も学校歯科保健向上のために，こ
のような調査・研究が続けられることを，特に，
新宿学校歯科医会の中心である学校歯科委員会の
中で協力し，継続して行えるように努力していき
たいと思います。

地区学校歯科医会からのメッセージ

新宿学校歯科医会

会長 石川博基
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東大和市は東京の多摩地域，北部にある市で，
人口８５，３８３人（平成２６年４月１日現在）。近隣に
は東村山市，武蔵村山市，小平市，立川市があり
ます。東京郊外のため緑も多く，空気も澄んでい
るので，とても住みやすい街です。都内にも１時
間足らずで通える通勤圏内なのでベッドタウンと
しての街の顔も持っています。
また，街の北側には狭山丘陵，村山貯水池（多

摩湖）があり，その周辺にはサイクリングロード
があり，自然豊かな面影を残す所が多いのも街の
特徴です。
現在，東大和市には小学校が１０校，中学校が５

校あり，それぞれ東大和市歯科医師会から学校歯
科医が１校に一人ずつ配属されております。ここ
数年，東大和市歯科医師会の中では，歯科健康診
断の統一化を計ること，学校歯科医の輪番制につ
いて，講話についてなどの話題があがるように
なってまいりました。
一昨年，本会の理事会におきまして，東大和に

も学校歯科委員会を立ち上げようという話し合い
がなされ，漸く東大和学校歯科委員会が生まれま
した。実は，かなり以前から学校歯科委員会の話
は持ち上がっていたのですが，会員が３０名足らず
の会では，本会の会務の運営に精一杯のところが
あり，なかなか学校歯科まで手が回らなかったと
いうのが正直な話です。
東大和学校歯科委員会の発足にあたり，委員長

には林 弘明先生（矯正専門医，本会では広報担
当理事），副委員長には今井恒夫先生（本会では
公衆衛生担当理事），もう一人の副委員長に私，
黒米譲二（本会では副会長）が選ばれました。そ
の後，数十回の話し合いを経て，当面の方向性を
決めて行きました。
特に林先生におかれましては東大和市の教育委

員会の面々と何回となく，東大和市内の子どもた
ちの口腔状態の現状についての話し合いを重ね，
お互いの立場での意見交換を行って頂きました。
恥ずかしながら東大和市内の小学校のう蝕被患

率は東京にある２６市中，ワースト１，または２を
行ったり来たりというのが現状です。発足したば
かりの東大和学校歯科委員会ではそのう蝕被患率
を低くするには何をどうすれば良いのか考えてま
いりました。
そこで，学校歯科医の先生方には全て，日本学

校歯科医会と東京都学校歯科医会に入会して頂き
ました。それまでは，日学歯と都学歯の入会につ
いては曖昧にしておりましたので，このような規
則が生まれたことも学校歯科委員会としては一歩
踏み出したことになります。
そして，歯科健康診断の統一化です。歯科健康

診断の方法が，診る先生により，まちまちでは
データに不備が出ます。そこで学校歯科医を集め
都学歯で頂いた資料をもとに学校医の皆様にレク
チャーいたしました。あとは，学校歯科医の輪番
制についても考えました。若い先生方で学校歯科
医を持ちたくても持てない先生がおりましたの
で，これまでのやり方とは変えていかなければな
らない。これから歯科医師会に入会する先生方の
ためにも，また歯科健康診断のデータの平均化を
計るためにも将来的に学校歯科医の輪番制は必須
であると判断いたしました。
そして，子どもたちに直接話を聞いてもらい，

口腔衛生について学んでもらう講話につきまして
も，各々の学校に差が無いようにしていこうと考
えております。
以上，まだ立ち上がったばかりで未熟な東大和

学校歯科委員会ですが，これからのご指導ご鞭撻
をいただきながら成長していき，東大和市内の子
どもたちの口腔衛生環境が少しでも良くなってい
けば嬉しい限りです。

東京都東大和市歯科医師会
東大和学校歯科委員会

副委員長 黒米譲二

手前から，衛生士の井田，黒米，養護の木村
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●こんなことが「学校歯科医執務記録」になります●

学校歯科医執務記録は学校保健法施行規則で「学校歯科医が職務に従事したときはその職務を学校歯
科医執務記録簿に記入し校長に提出する」と定められています。
学校に出向いての執務はもちろんですが，
①校外施設での指導
②学校における学校保健に関する各種会合
③（教育委員会主催等）指定された研修会，講演会への参加
④（教育委員会主催等）指定された大会，学会等への参加
⑤養護教諭や学級担任からの相談（電話，メール等）
⑥診療所に来訪した児童・生徒の保健指導

なども執務とみなされます。
※①～④は「出勤」，⑤，⑥は「協力」になります。
なお，執務記録の「８．学校行事に参加」には入学式，卒業式，周年事業，運動会，学芸会，

PTA，学校保健委員会等も含まれます。
個別のケースについては，所管の教育委員会にお問い合わせください。
学校保健に関する歯科医師会などの理事会・委員会への参加そのものは「出勤」になりません。来校

して学校保健の内容を情報提供することが「出勤」になります。また，電話・ファクシミリ等で学校保
健の内容を学校歯科医が直接に学校へ情報提供することは「協力」になります。執務記録に記載してく
ださい。

９ページの執務記録をコピーしてお使い下さい。

ホームページをお開きください
http : //www.tasd.or.jp/

東京都学校歯科医会会員の先生方には常日頃、お世話になっております。
会員のページには新たに「会員名簿」や「都学歯ライブラリー」を掲載しております。
ご利用下さい。

会員のページにアクセスするには「ID」と「パスワード」が必要です。広報誌に同封
の別刷をご確認ください。お忘れなった場合は事務局へ連絡してください。
会員の先生方のご意見など反映できるように努力していきたいと考えております。ぜひ
ホームページをお開きください。 （会誌・広報委員会）
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認

印

欄

（学校長）

年 月 日

学 校 歯 科 医 執 務 記 録

執務者氏名 �

執務日時 午前・午後月 日（ ） 全 日
執 務 場 所 学校，診療所（来訪電話等），研修会，

大会，その他（ ）

執 務 の 概 要

項 目 記 事

１ 学校保健委員会等
⑴ 学校保健計画立案
⑵ その他

２ 定期健康診断

３ 就学時健康診断

４ 臨時健康診断

５ 健康相談及び健康指導
⑴ 健康講話
⑵ 相談
⑶ 健康指導
⑷ その他

６ 学校保健に関する研修会，大会等

７ 授業参加

８ 学校行事に参加

９ その他
⑴ 救急時の処置
⑵ フッ素塗布
⑶ その他

特 記 事 項

注意事項

１ 学校歯科医は，職務に従事したとき，その状況をこの執務記録に記入し，校長に提出してください。

２ この執務記録は，執務日ごとに記入してください。１日のうちで執務が数種にわたる時でも，１枚にまとめて記

入してください。

３ 学校以外の場所で執務した時は，出校時に記入してください。
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中野区学校歯科医研修会

中 野

平成２６年２月５日（水）会館講堂において学校歯科
医研修会が行われました。これは学校歯科医の職責の
確認や知識の向上を目的として年一回必修として開催
しています。今年度は「一歩踏み込んだ学校歯科保健
活動」というテーマで，講師として東京都学校歯科医
会の酒井克典先生をお呼びしました。
区内各小中学校の健康診断結果データを比較して判

定基準の再確認をしたり，個への対応の必要性，事後
措置の具体例などお話しいただき参考になりました。

今回は外部から現状を見て話して頂いたことで中野の
今後の課題が見えてきた有意義な研修会でした。

（横山いづみ）

歯肉炎調査と倫理委員会設置について

練 馬

歯肉炎は年々増加傾向で，特に小学校高学年から中
学生の時期に急増するというデータがみられます。学
術委員会は，中学生の下顎前歯部の写真を「正常，
GO，G」の３段階で判定し，罹患状況や昼食後歯み
がき実施の有無による有意差についての研究を進行中
です。今回は，ヘルシンキ宣言を遵守し，「倫理委員
会」を設置する事が時流であり，写真撮影も同意書に

サインをした生徒のみとし，画像匿名化等，個人情報
の保護に努めています。 （南 誠二）

平成２６年度 第１回予算決算特別委員会
平成２６年５月８日（木）歯科医師会館２階第２会議

室において，標記委員会が開催されました。第３回定
時代議員会日程の報告の後，協議事項として，第３回
定時委員会の議事として，事業報告及び収支決算報告
について審議，第８０回全国学校歯科保健研究大会の東
京都開催についての説明，また予算決算特別委員会規
則の変更についての審議が行われました。

平成２６年度 第１回参事会
平成２６年５月１５日（木）１５時３０分より歯科医師会館

３階第１会議室において，平成２６年度第１回参事会が
開催されました。来賓として，三ツ木浩東京都教育庁
地域教育支援部歯科保健担当課長，清水惠太日学歯会
長，髙橋哲夫都歯会長，高橋英登都歯連盟会長がそれ
ぞれ挨拶をされました。恒例により川本会長が座長と
なり，①第３回定時代議員会の開催について，②学校
歯科保健優良校表彰および歯の作文募集について，③
「図画・ポスター審査会および表彰式」「歯・口の健
康啓発標語コンクール」について④東京都学校歯科保
健功労者表彰について，⑤平成２６年度ブロック別研修

会について，⑥各種大会・研修会日程について，⑦第
８０回全国学校歯科保健研究大会東京開催について，⑧
その他が報告されました。最後に小嶋副会長が閉会を
述べました。
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第３回定時代議員会
平成２６年６月１２日（木）１５時より，第３回定時代議

員会が歯科医師会館１Ｆ大会議室で行われた。
鈴木専務理事の司会のもと，議長は練馬の望月代議

員，副議長には麻布赤坂の藤野代議員がなり，由井副
会長が開会を宣言した。川本会長が味覚の冊子を国立
図書館に寄贈したと挨拶をされた。次に来賓として，
清水惠太日本学校歯科医会会長，髙橋哲夫東京都歯科
医師会会長，また蒲池元春東京都歯科医師連盟副会長
が挨拶をされた。議事録署名人には港区芝の華岡代議
員，江東の幸阪代議員が選出された。
次に渡邉理事が会務報告を行い，次に長沼理事より

会計現況報告がなされた。ここで会長挨拶から会計現
況報告までの質疑がなされ，芝の華岡代議員，八王子
の岡部代議員からの質問に答弁し，承認された。
議事にはいり，

第１号議案 平成２５年度事業報告及びその附属明細書
第２号議案 平成２５年度貸借対照表，正味財産増減計

算書及びこれらの附属明細書並びに財産
目録

第３号議案 予算決算特別委員会規則の変更
が上程され，第１号議案を鈴木専務理事が，第２号議
案を長沼理事が説明し，荒木監事が監査報告を行っ
た。次に予算決算特別委員会報告が松浦委員長によっ
てなされた。質疑にはいり，目黒の堀内代議員，杉並

の小川代議員，文京の土居代議員，調布の弘中代議
員，葛飾の飯塚代議員より質疑・要望があったのち採
決に入り，第１号議案，第２号議案ともに挙手多数で
可決確定された。第３号議案も挙手多数で可決確定さ
れた。
最後に小嶋副会長が閉会を述べた。

平成２６年度 ブロック別学校歯科医研修会日程
城南ブロック 城北ブロック 多摩ブロック

日

時

平成２６年９月１８日（木）
１８：００～２０：３０
集合 １８：００～
開会 １８：３０～

平成２６年１０月９日（木）
１８：００～２０：３０
集合 １８：００～
開会 １８：３０～

平成２６年１１月１３日（木）
１８：００～２０：３０
集合 １８：００～
開会 １８：３０～

会

場

・玉川歯科医師会館
（世田谷区玉川３－２１－２）
・TEL ０３－３７０８－４６１８
・最寄駅
�田園都市線・大井町線

二子玉川駅

・滝野川歯科医師会館
（北区西ヶ原２－４１－１１）
・TEL ０３－３９１８－８０６０
・最寄駅
�南北線 西ヶ原駅

・三鷹産業プラザ
（三鷹市下連雀３－３８－４）
・TEL ０４２２－４０－９９１１
・最寄駅
�中央線・総武線 三鷹駅

演

題

「味覚とおいしさの科学
～和の味を子供たちに伝える
ために～」

◇講 師
東京歯科大学 生理学講座
講師 澁川 義幸

「味覚とおいしさの科学
～和の味を子供たちに伝える
ために～」

◇講 師
東京歯科大学 生理学講座
講師 澁川 義幸

「味覚とおいしさの科学
～和の味を子供たちに伝える
ために～」

◇講 師
東京歯科大学 生理学講座
講師 澁川 義幸

当
番
地
区

責
任
者

・玉 川
渡邊 嗣
０３－３７０１－２８２３

・滝野川
江口 淳一
０３－３９１０－２１５５

・三 鷹
竹下 敦
０４２－２３２－８０４６
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コ ラ ム 「しがみつく」

４／３（木） 会計閉鎖 会館
都歯附属歯科衛生士専門学校入学式 会館

４／５（土） 第１回学術部会 長井歯科診療所
４／１０（木） 第１回事業部会 会館
４／１３（日） 第２回学術部会 長井歯科診療所
４／１５（火） 会計打合せ 会館
４／１７（木） 第１回理事会 会館

第１回会誌・広報委員会 会館
ライブラリー打合せ 会館

５／１（木） ライブラリー打合せ 会館
第２回事業部会 会館
第１回全国大会実行準備委員会 会館
第３回学術部会 会館

５／７（水） ライブラリー打合せ 会館
５／８（木） ライブラリー打合せ 会館

第１回予算決算特別委員会 会館
第２回会誌・広報委員会 会館
監査会 会館
東京都学校歯科保健推進校（園）支援事業
選定校連絡会 会館

５／１５（木） 第２回理事会 会館
第１回参事会 会館
参事懇親会 中国飯店

５／２２（木） 図画・ポスターコンクール審査依頼 東京学芸大学
第２回全国大会実行準備委員会 会館

５／２９（木） 第３回事業部会 会館
第３回全国大会実行準備委員会 会館

６／４（水） 第７１回学童歯みがき大会 インターネット
６／５（木） 第３回理事会 会館

第３回会誌・広報委員会 会館
第１回学術研究委員会 会館

６／１２（木） 日学歯代表会員打合せ 会館
第３回定時代議員会 会館
ライブラリー打合せ 会館

「いまの子は，しがみつくということができないん
です」学校で先生と歓談中突然の言葉に，今まで考え
たこともなかった事実に驚くやら，そうかもしれない
と思うやら。…昔は自転車の荷台に乗せてもらうとき
は，振り落とされまいと必死にサドルや荷台に「しが
みついた」ものです。ところがいまは，背ずりのつい
た子供用のシートに，チビがふんぞり返って乗り，し
がみつく必要のない安全器具が増えてきている。これ

も一因か…というご意見でした。
「鉛筆の握り方」もう少し何とかならないかとお聞
きすると，「指の力が弱いので，正しい持ち方で長時
間書くことができない。そこで鉛筆を指で丸く囲むよ
うに握って芯の先が自分の方を向く，いま気になるあ
の持ち方でないと，長時間書くことができないのでは
ないか。」とのお考えでした。これ等のことと「噛む
力」と関連があるなと，一瞬思ったひと時でした。

（関根 正行）

【訃 報】

本 所 岡村 豊 （二葉小学校）H２６．４．１逝去

練 馬 森本 健司 （中村小学校）H２６．４．２０逝去

上記の先生がご逝去されました。謹んでご冥福をお祈り
致します。 （敬称略）

平成２６年度 各種大会・研修会日程
■ 第７１回 学童歯みがき大会 平成２６年６月４日（水） インターネット

■ 平成２６年度健康づくりフォーラム 平成２６年７月３１日（木） 都庁

■ 第６５回 関東甲信越静学校保健大会 �
�
�■ 第６５回 〃 歯科職域部会
平成２６年８月２１日（木） 千葉県

大会：幕張メッセ国際会議場
職域部会：ホテルニューオータニ幕張

■ 第７８回 全国学校歯科保健研究大会 平成２６年１０月２３日（木）～２４日（金）
島根県松江市「島根県民会館・ホテル一畑」

■ 第６４回 全国学校保健研究大会 �
�
�■ 第６４回 全国学校歯科医協議会
平成２６年１１月６日（木）～７日（金）

石川県金沢市「石川県立音楽堂」

■ 平成２６年度学校保健（学校歯科医）研修会 平成２６年１２月１１日（木）歯科医師会館 １Ｆ大ホール

■ 平成２６年度学校歯科医基礎研修会 平成２６年１２月１１日（木）歯科医師会館 １Ｆ大ホール

■ 第４９回 東京都学校歯科保健研究大会 平成２７年２月１２日（木） 文京シビック大ホール

会 務 報 告
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